
士別商工会議所

１．実施目的 　士別市では多くの企業で人手不足が深刻化し、合わせて若者の市外流出
が大きな課題となっており、市内就職の促進に向けた事業の在り方や支援
の方向性の検討を行うことを目的に実施致しました。

２．調査期間 令和７年９月１日（月）～９月１６日（火）

３．調査対象 市内高校（２校）１年生～３年生　３１０名

４．回答数 １６７名（回答率５３．８％）

５．調査方法 オンライン回答（Googleフォーム）※回答所要時間５分程度

※回答特典　サフォークポイント　１００P

６．調査内容

①回答者属性

②将来の就職に関する意向

③就職先希望地域

④地元就職を希望する生徒の意向

⑤地元外就職を希望する生徒の意向

⑥就職先希望地域が未定生徒の意向

⑦進学希望生徒のUターンの意向

⑧Uターンの為に生徒が求める支援策

令和７年度士別市内高校生の就職・Uターン意識調査
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１．回答者属性

（１）性別 （２）学年
男 91 54.5% １年 23 13.8%

女 76 45.5% ２年 80 47.9%

３年 64 38.3%

（３）卒業後の進路 （４）進学希望者の進学希望先

就職 進学 未定 道内 80%

１年生 4.3% 60.9% 34.8% 道外 17%

２年生 16% 75% 9% 未定 3%

３年生 28.10% 71.90% 0%

※男女比はほぼ均等（男性54.5％・女性45.5％）

※学年比率は２年生が最も多く47.9％、次年度に向け関心度が高かったとみられる。
※卒業後の進路は、就職が約2割、進学が７割、未定が１割となっており、未定の割合は

１年生、２年生の順に多かった。
※進学希望者の進学希望先については、80％が道内を希望しているという結果であった。
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２．将来の就職に関する意向

（１）重視する職場環境（複数回答可）

働きやすさ・待遇改善への期待が強い。

（２）将来働きたい業種（複数回答可）

（３）将来働きたい職種（複数回答可）

2

6

9

17

41

67

82

123

138

その他

フレックスタイム制

リモート勤務可

企業規模（大企業）

服装や髪型の自由度

ワークライフバランスの確保

休暇制度の充実（育児休暇・介護休暇）

給与、昇給制度

仕事の内容・やりがい

13

5

7

8

8

8

9

9

11

11

16

17

27

34

40

その他（自由記述）
マスコミ・広告・デザイン

金融・保険
流通・小売・フード
環境・エネルギー

運輸・交通・物流・倉庫
不動産・建設・設備

保育士
サービス・旅行関連業

理美容関連
メーカー・製造

IT関連
未定

公務員（警察官・消防士・行政職員等）
医療・看護師・医療関係

10

8

9

15

18

20

23

27

35

41

その他

営業職

クリエイティブ職（デザイナー・ライター・映像…

製造・建設職

教育・福祉職

サービス業

事務職

技術・専門職（エンジニア・SE・研究者等）

未定

医療職
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３．就職先希望地域

進学・就職希望者（全体） 進学希望者のみ

４．地元就職を希望する生徒の意向（複数回答可）

生活利便性と地元愛がモチベーション。

５．地元外就職を希望する生徒の意向（複数回答可）

都市部の利便性や職業選択肢の広さに惹かれている。

地元
13.8%

北海道内
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北海道外
7.1%

未定
20.4%

地元
3.3%

北海道内
64.2%

北海道外
10.0%

未定
22.5%

3

6

10

10

11

11

14

生活費が安い

自然環境が良い

家族や友達が近くにいるから

地域に貢献したい

地元が好きだから

希望する就職先がある

通勤が楽

2

5

18

24

26

30

36

39

49

その他

地元外が給与や福利厚生が良い

現在の地域や環境から離れたい

希望する就職先が市内にない

公共交通機関が充実している

希望する就職先がある

スキルアップや視野を広げる機会を得たい

趣味や興味に関するアクティビティが多い

地元外の生活環境に魅力を感じる
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６．就職先希望地域が未定生徒の意向（複数回答可）

７．進学希望生徒のUターンの意向

（１）将来的に地元に戻る（Uターン） （２）（１）で「はい」と答えた理由
　　　意向がありますか

半数以上が「未定」＝支援策次第で動く可能性あり。

1

1

2

5

7

7

8

8

10

その他

勤務地に対する優先順位が低い

各地域での生活や文化についての

情報が不足している

将来的なライフスタイルや生活環境が不明確

各地域による求人や就職の状況がわからない

自分の希望や興味が具体的に決まっていない

将来やりたい仕事や業界がまだ決まっていない

興味がある地域が複数ある

地域に対するこだわりがない

（仕事の機会や条件に応じて決定したい）

はい
12.5%

いいえ
29.2%

未定
58.3%

39.1%

33.3%

11.1%

5.5%

5.5%
5.5%

家族が近くにいる

地元が好き

地域貢献がしたい

地元の友人や知人

と過ごしたい

将来的に働きたい

先がある

地元に特有の仕事

の機会がある
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（３）（１）で「はい」と答えた方 （４）（１）で「いいえ」と答えた理由
何歳くらいで地元に戻りたいですか

８．Uターンの為に生徒が求める支援策

住宅支援と奨学金が最大ニーズ。

1. 住宅支援（即効性・希望者多数 → 最優先）
　• Uターンや若者向け家賃補助制度の創設など
　※士別市移住支援金の活用促進（北海道マッチングサイトへの企業登録促進とPR）
2. 奨学金返済支援（士別市奨学金返還支援補助金PR）
3. 進学者フォロー（Uターン相談窓口の設置）
4. 情報発信（企業情報・助成金情報・Uターン事例・生活環境PRなど）
　※学校を通じ生徒へ直接情報を発信する（当所会報誌など）
　※都市部より不便という不安を解消するため、地域で出来る趣味・くらし情報をまとめる
5. 起業支援（長期的効果）
　※士別市では新規開業支援事業など、充実した助成金が多数あり、最大５４０万円の助成
　　が受けられる。PR強化

【検討すべき支援策】

２５歳

未満
22.2%

２５歳

～

２９歳
27.8%

３０歳

～

３４歳
22.2%

まだ具

体的に

決めて

いない
27.8%

9.5%

33.3%

11.9%

7.1%

16.7%

11.9%

7.1%
2.5%

地元外方が専門分野や興味の

ある分野での仕事がある

地元外方が生活環境が魅力的

現在の地域や環境から離れた

い

地元の交通やインフラが不便

興味やアクティビティが市外

の方が多い

地元の仕事の機会が限られて

いる

地元の給与水準が低い

将来の家族計画やライフスタ

イルに合わない

3

5

6

11

11

12

12

37

70

その他

Uターン就職に関する情報提供や相談窓口の設置

地元の文化や生活環境に適応するための支援プロ…

地元企業のインターシップや職場体験の機会提供

地元企業との交流会等のイベントの開催

地元に於ける起業支援

Uターンの成功事例や体験談の紹介

Uターン就職に特化した奨学金や補助金の提供

地元の居住支援や住宅手当の提供
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